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お伝えしたいこと

多様なニーズに対し、包括的な支援を提供する
ためには、就労支援を就労支援員にお任せすると
いうものではないこと。
相談支援員も、共にチームの一員として同じ地

平（視点）と方向を持って支援を行なっていく必
要があること。



具体的には

①
働くことの意味・意義や３つの自立のか
たち（日常生活自立、社会生活自立、就
労自立）を抑え、自立相談支援員の行う
ソーシャルワークとは何かを捉える。



具体的には

②
多様な就労支援策（ハローワーク、中間
的就労、就労準備との関係）と本人に
合った支援の重要性、スモールステップ
を意識した支援を考える。



具体的には

③
支援を実現するために自立相談支援員、
チームとしての自立相談支援事業所、委
託型の場合担当課との協働、地域づくり
それぞれに必要なことを理解する。



ミニセッション
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「雇用」「就労」
「生活保障」を分けるとは？



テーマ２

ソーシャルワークと就労支援



テーマ３

「（狭義の）専門性」を
どう超えるか？



テーマ４

チーム支援とチーム作り



テーマ５

行政との協働、地域づくり



+

インクルージョンネットかながわの取り組み

一般社団法人 インクルージョンネットかながわ

代表理事 鈴木晶子
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+
団体紹介

神奈川県内のさまざまな支援団体からメンバーが集まって支援活動を
行っている団体。

これまでの事業

生活困窮者への相談、生活や就労の支援を寄付・助成等を活用して実施

2012年度 横浜パーソナル・サポート・サービス

（内閣府モデル事業・横浜市委託）

2013〜14年度 神奈川県生活困窮者自立相談支援モデル事業

（厚生労働省モデル事業・神奈川県委託）

2014年 藤沢市生活困窮者就労準備支援モデル事業

（厚生労働省モデル事業・藤沢市委託・（社福）いきいき福祉会と協働事業）

2015年度 鎌倉市生活困窮者自立相談支援事業（鎌倉市委託）

藤沢市生活困窮者就労準備支援事業

（藤沢市委託・（社福）いきいき福祉会と協働事業）
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+
鎌倉市と生活困窮者自立支援の概要

鎌倉市の概要

神奈川県東部に位置する人口17万人の街。

全就業者のうち６割強が市外で就業。歴史と伝統ある街で、多くの観光
客が訪れる。農業、漁業、伝統工芸に加え近年は電気、機械、化学の工
場も。

関東住みたい街ランキング１０位（2015）。家賃は都心からの距離に
比して高額。

生活困窮者自立支援の概要

自立相談支援事業をインクルージョンネットかながわに委託。

任意事業：なし。

就労準備支援はインクルージョンネットかながわ自主事業（民間助成）
でカバー。
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+
藤沢市と生活困窮者自立支援の概要

藤沢市の概要

神奈川県東部に位置する人口42万人の街。湘南地域の中心市。

若者支援窓口・機関を市独自で持つなど、独自の取り組みも多数。

全就業者の５４％が市外で就業。

工業、農業、漁業に加え、江ノ島や海水浴場を中心に観光業も盛ん。
大学もある学園都市でもある。

生活困窮者自立支援の概要

自立相談支援事業は市役所直営

任意事業：就労準備支援支援事業、家計相談支援事業、学習支援事
業を実施。

就労準備支援を（社福）いきいき福祉会とインクルージョンネット
かながわが共同事業体で受託。
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+
藤沢市就労準備支援概要

共同事業体の概要

いきいき福祉会は市内で２つの高齢施設を運営。その中で、共生型
コミュニティ「縁側事業」を実施。こうしたハード面と藤沢市内の
福祉ネットワークが強み。

インクルージョンネットかながわは困窮者支援のノウハウが強み。

両者の強みを生かした共同事業。

基本的スタイル

自立相談支援事業から依頼のあった利用者と面談をしながら、オー
ダーメイドで支援を組み立てていく。

講座、社会参加、就労体験ともに、本人のニーズや関心、状態に
あったものをその都度探していく。

自立相談支援事業と協議しながら、掘り起こしのための講座や居場
所（縁側事業とタイアップ）作りを検討中。
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+
就労体験の取り組み

基本的にオーダーメイドで本人が参加できるものを探す。最初からあ
るプログラムに、個人をのせることはしない。

現在、いきいき福祉会、ワーカーズ・コープ、ワーカーズ・コレク
ティブ、連携のあるNPO、社会福祉法人が受け入れ事業所の中心。
近隣市まで含めて体験先を開拓している。

職種としては、農業、保育、清掃、事務補助、映像、編集など。実習
先も、社会参加に近いニュアンスのものから、専門的な現場で補助に
入るものまで意味合いはさまざま。

受け入れ事業所の雰囲気や価値観、求めるものも多様。職種だけでな
く、事業所の雰囲気、価値観も大切。

開拓については必ずしも上手く行っているわけではない。企業側には
企業側のメリットが必要。
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+
大切にしている視点（1）支援編

「働く」ということへのスタンス

居場所や社会とのつながり、人との関係がもたらす効果。

働くことを通じて自分を活かすこと、自分を生きるというこ
とはどういうことだろうということを一緒に考えていく。

本人と就労受け入れ先の両方をよく知る

どういうリズム、ペース、どういう時に何にどんな風に反応
しているか、こちら側からの言葉や振る舞いにどう反応する
かというのを皮膚感覚で拾い丁寧にみていく。

支援者が実習先の様子を把握していない場所では就労支援が
うまくいっていない。

Copyright @2014 Inclusion Net Yokohama. all right reserved



+
大切している視点（2）企業開拓編

プッシュ型開拓 プル型開拓

○業種も福祉だけに寄らずバラエ
ティ豊か。
○エリアも設定できる。

❌ミッション性が希薄。参加する意
義が薄い。

❌労働力としての期待が高く、関係
維持の負担。

○地域の仲間のような関係なので説
明がいらない。
○当事者性をもった大人がいる。出
会いがドラマをうむ。
○関係性の維持が容易。

❌企業数が確保できない。
❌業種も偏りがちになる。
❌エリアがバラバラ。

Copyright @2014 Inclusion Net Yokohama. all right reserved

ポイント

社長の個人的ミッションを企業の変革のミッションへと変える

中小企業の持つ、地域の視点・危機感を共有する。



2015.10.8
平成27年度
自立相談支援事業従事者養成研修

後期 in ロフォス湘南

「自立相談支援員がもつ
べき就労支援の視点」

地域特性、創造性

一般社団法人 釧路社会的企業創造協議会 副代表

釧路市・釧路管内生活相談支援センター（くらしごと） センター長

櫛部武俊
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ハローワーク

第三者評価機関（支援策検討）

ワーキンググループ釧路
公立大学

共同研究

実施機関 〔釧路市〕実施機関 〔釧路市〕

検討会議開催

支援事業受託事業所

調査分析委託

勉強会開催

支援事業実施委託／連絡会議

介護事業所３箇所

ＮＰＯ法人２箇所

介護福祉施設１箇所

教育訓練機関

生活保護受給母子世帯自立支援モデル事業

平成１６年度 平成１７年度平成１６年度 平成１７年度

全体の構図（踊り場づくり）
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高校進学希望者学習支援 

プログラム（冬月荘） 

高校進学支援プログラム 

（中学 3 年生の子とその親対象） 

インターンシップ事業 

・㈱ビケンワーク 

・釧路臨港埠頭運輸㈱ 

・KCM コーポレーション 

・㈳釧路社会的企業創造協議会 

ボランティアリーダー育成事業  

    

釧路市生活保護自立支援プログラム全体概況（H26 年 4月現在） 

 
  

 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
  
    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

就 労 自 立 

生 活 保 護 受 給 世 帯 

 

生業扶助活用資格取得 

プログラム 

 

就労支援員活用就労支援事業 

生活保護受給者等就労自立促進事業 

(ハローワーク連携) 
職業訓練機関等活用 

プログラム(母子世帯) 

 

就 労 支 援 プ ロ グ ラ ム 

日常生活意欲向上 

支援プログラム 
日常生活自立 

就業体験的
ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ事業

プログラム 

知的障がい者授産施設作業体験ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ NPO ぴーぷる 

精神障がい者授産施設作業体験ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ いずみの里 

阿寒農園における農作業体験ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 地域支援ﾈｯﾄﾜｰｸｻﾛﾝ 

阿寒市民農園における農作業体験ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 阿寒町観光振興公社 

就業体験 

プログラム 

○多重債務者 

自立支援 

プログラム 

○ＤＶ被害者 

自立支援 

プログラム 

○精神保健 

福祉支援 

プログラム 

動物園環境整備ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ体験事業 NPO 動物園協会 

公園管理ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ体験事業 公園緑化協会 

障がい者作業所等ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ体験事業 おおぞらﾈｯﾄﾜｰｸ 

介護施設・ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ体験事業 ｹｱｺｰﾄひまわり・わたすげ 

はまなすの家・ニチイ 

病院ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ体験事業 星が浦病院・釧路脳神経外科 

釧路孝仁会記念病院・白樺台病院 

スケートリンク清掃事業 釧路ｽﾎﾟｰﾂ振興財団 

社会生活自立 

｢えぷろんおばさんの店｣手伝い・子育て活用 地域支援ﾈｯﾄﾜｰｸｻﾛﾝ 

ブックシェアリング活動、本の補修等 くしろブックシェアリング 



かけがえのない私と
居場所づくり

新しいケアの試み

就労自立 日常生活自立

社会生活自立

【支援】
ケースワーカー・
民生委員・パーソ
ナルサポーター

など

【支援】
地域・事業所・
関係機関
など









釧路社会的
企業創造協議会

・自立相談支援
・就労準備支援
・被保護者就労準備支援
・無料職業紹介

社会資源の活用
民間とのパートナーシップ

生活困窮者自立支援法に基づく釧路市パートナーシップ

【生活困窮者自立支援釧路圏域協議会】生活困窮者庁内連携連絡会議

（釧路生活困窮者自立支援検討委員会）

管内町村
社協

自立支援
プログラム
参加団体

法テラス

庁内関係各課

生活福祉事務所
商業労政課 管内関係機関

ハローワーク

地域包括支援
センター

社会福祉協議会

企業者

地域のハブ（人・情報・サービスの
結節点）めざす・・・・ きぼうくしろ

民生委員・保護司



困窮者支援の当面の眼目～就労支援・「働く場」づくり

• まず【雇用】と【労働（就労）】と【生活保障】とを分けて考え 本人に合
わせて組み立てる

～現状就労準備事業が約3割。相談での就労支援が参加者の7割～

• ①相談者は方向性、見通しが判らなくてきている。相談は「本人が思
いをまとまりにする・具体化する」もの。受け止める側は相談・支援
員・就労支援員は兼務だろうが其々だろうが一緒に入って受け止め
る。

• 相談者・支援者に起きやすい「ズレ」

• ・・支援の側（会議好き→その場で数人でも共有すること、また障が
い、病気など特性という下地の共有も）

• ・・相談者の側・・本人の希望が前提【なにができるか】・・だが立ち位
置が判らないことがある。・・幻想漠然感もある。社会の雇用観の弊
害も・・・ハローワークにぶつかって不成功体験も必要・・そこからの
回復という発想もある・・寄り添う本人体験の意味



【雇用】
・・生活保護受給者等就労促進事業・求職者支援制度・高等技能訓練促進費な
ど・企業とはステップバイステップ（最賃一日体験から日数加算して→雇用へ・・も
ある）・・どうしても無料職業紹介所が必要。斡旋の必要性もでてくるから。企業
ニーズもわかる

【労働（就労）】
・・相談による就労体験・就労準備事業・・勝手知ったる受託団体自身からの切り
出し・市役所補助金支出先・社会福祉法人などから切り出し等身近アプローチ

【生活保障】
・・日銭稼ぎ仕事・求職者支援制度・高等技術訓練促進費・生活保護も

【仕組み】
・・個別支援では事足りない・・①社会の眼差し問題（カテゴライズそのものが持つ
当事者にとっての排除感・・困った人観）②多様な働く場は地域にある。ここが繋
がり始めたら需要・場が廻る・・イモづるは有る！！


